
しかし会社回答は・・・ 

・現示をダウンさせると、その手前の列車にも影響する 

・なぜ抑止するのか、運転士に考えて頂くことが重要 
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現在、横浜支社管内での落とし物拾得作業は原則列車を抑止した状態で行っています。「抑止」と聞

くと列車が来ることは無いので、安全に作業できるように感じられますが、実際はどうなのでしょうか。 

落とし物拾得作業を行う場合には「口頭抑止」と「信号抑止」のどちらかが行われています。「口頭

抑止」の場合、多くは場内信号機機外（信号機の手前）で指令から運転士に通告され、抑止が完了しま

す。この時、殆どの場合は場内信号機の現示をダウンさせていません（＝停止信号にしていない）。 

〇〇駅  信号現示が停止（赤）以外の場合、 

運転士が抑止を失念しホームに進入 

しても、止める術がない！！ 

 

  完全に電車が来ないものだと思っていた 

組合から話を聞くまで停止現示 

になっていないとは知らなった。 

数駅手前から抑止の指示が来る。 

他に事象が発生すると、抑止を受け 

ていることを失念しそうで怖い。 


